
「健康食品」とはどんなもの？

｢健康食品｣｢サプリメント｣ － 法律上･行政上の定義はない。

あああああああああああああああああああああ

特定保健用食品

一般食品

保健機能食品

医薬品 医薬部外品

栄養機能食品

機能性表示食品

機能性の表示ができる

効果や機能性の表示はできない

New !

「脂肪の吸収をおだやかにします」
「おなかの調子を整えます」など表示
可能に。
安全性確保を前提とし、科学的根拠に
基づいた機能性を事業者の責任で表示
。

国の審査必要

国の審査不要

病者用食品、乳児用調製粉乳、
妊産婦･授乳用粉乳､えん下困難者用食品

国の審査必要

栄養補助食品 健康補助食品
栄養強化食品 栄養調整食品
サプリメント といった表示で販売

事業者の責任で表示可能
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食 品

特別用途食品

【事例３】 健康食品①
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～ 健康食品を利用する目的と健康食品が関係した2つの被害 ～

体調維持・病気予防
健康の増進、病状の改善

消費者委員会「消費者の「健康食品」の利用に
関する実態調査」（平成24年5月公表）

健康食品がもたらす可能性のある「2つの被害」

･･･ 成分の問題（不純物や有害物質が除去されていない可能性）
過剰摂取の問題（効果を期待して大量にとってしまう）

･･･ 高額な製品の購入

薬は副作用があるから
食品でなんとかしたい！

でも ･･･ちょっと待って!

（％）
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体調の維持・病気の予防

健康の増進

特定の栄養素の補給

疲労回復

美容

老化予防

ダイエット

病状の改善

その他

健康効果をうたった食品の利用目的

健康被害

経済被害

【事例３】 健康食品②



☑ 天然･自然由来だから品質･安全性が高いということは
ありません。アレルギーの原因になりやすく､有害物質･
不純物が除去されていない可能性があります

☑ ｢薬と併用で効果UP！｣を期待する人もいますが､健康食品の
成分によっては､薬の効果が弱まったり､副作用のおそれがあります

☑健康食品で病気が治ったことを明確に示した研究結果は
現時点ではありません。健康食品を使用しているからといって
病院へ行かなければ、適切な治療がされず、病状が悪化する
可能性があります
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☑成分が濃縮された錠剤･カプセル状の製品は特定成分を
過剰に摂取してしまう可能性があります

参考：厚生労働省「健康食品の正しい利用法」（平成25年3月改定）利用する時の注意点

ご自身の食生活の状況に照らし、本当に必要
かよく考えて、使うかどうかを決めましょう

【事例３】 健康食品③


